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08
case
（兵庫県）【普及啓発・広報編】

水、さと、まちの共生
水を知り、水を活かし、水に備える

小学生の疏水学習（老ノ口分水所（おいのくちぶんすいじょ））

兵
庫
県
は
、
県
土
の
ほ
ぼ
中
央
を
東
西
に
縦
走

す
る
中
国
山
地
に
よ
っ
て
、
南
北
に
地
勢
や
気
候

が
大
別
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
淡
路
島
や
家
島

諸
島
な
ど
の
島
が
あ
り
、
多
様
な
風
土
の
上
に
多

彩
な
人
々
の
生
活
が
営
ま
れ
、「
日
本
の
縮
図
」と

も
評
さ
れ
て
い
ま
す
。
兵
庫
県
は
、
摂
津
、
播
磨
、

但
馬
、
丹
波
、
淡
路
の
五
つ
の
国
か
ら
な
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
に
は
気
候
、
風
土
に
培
わ
れ
た
生

活
が
あ
り
、
過
去
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
生
活

を
支
え
て
き
た
川
の
流
れ
を
始
め
と
す
る
水
辺
が

あ
り
ま
す
。

美
し
い
水
辺
景
観
と
環
境
の
保
全
、
水
を
活
か

し
た
地
域
づ
く
り
な
ど
の
取
組
の
成
果
に
よ
り
、

県
内
で
、
水
の
郷
百
選
に
３
地
域
、
疏
水
百
選
に

３
地
域
、
た
め
池
百
選
に
６
地
域
が
選
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
水
に
ま
つ
わ
る
祭
り
や
伝
統

行
事
、
美
し
い
風
景
が
た
く
さ
ん
残
さ
れ
て
お
り
、

地
域
固
有
の
風
土
が
兵
庫
の
多
様
性
を
形
成
し
て

い
ま
す
。
河
川
水
に
育
ま
れ
て
き
た
和
紙
製
造
な

ど
の
伝
統
産
業
も
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。 【課　題】	 水環境

【主　体】	 兵庫県
【連絡先】	 兵庫県企画県民部ビジョン局

京都府

岡山県

大阪府
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■ 普及啓発・広報編

兵
庫
県

ひ
ょ
う
ご
水
ビ
ジ
ョ
ン

み
ず
、さ
と
、ま
ち
の
共
生

～
水
を
知
り
、
水
を
活
か
し
、

水
に
備
え
る
～

ひ
ょ
う
ご
水
ビ
ジ
ョ
ン

「
ひ
ょ
う
ご
水
ビ
ジ
ョ
ン
」は
、
兵
庫
の

水
が
県
土
の
自
然
、
県
民
の
生
活
、
地
域

の
文
化
を
育
み
な
が
ら
美
し
く
循
環
す
る

た
め
の
総
合
的
な
指
針
と
し
て
２
０
０
４

年
５
月
に
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

社
会
情
勢
の
変
化
や
気
候
変
動
に
よ
る
集

中
豪
雨
や
渇
水
の
発
生
、
本
格
的
な
人
口

減
少
社
会
の
到
来
に
よ
る
水
需
要
の
変
化
、

上
下
水
道
施
設
の
老
朽
化
な
ど
、
新
た
な

課
題
へ
の
対
応
を
図
る
た
め
、
２
０
１
６

年
３
月
に「
ひ
ょ
う
ご
水
ビ
ジ
ョ
ン
」が
改

定
さ
れ
ま
し
た
。
自
然
環
境
や
社
会
環
境

が
大
き
く
変
化
す
る
中
で
、「
水
」の
恵
み

に
よ
り
成
り
立
つ「
さ
と
」や「
ま
ち
」に
お

け
る
人
々
の
営
み
が
、
水
が
生
み
出
す
自

然
環
境
を
損
な
う
こ
と
な
く
持
続
、
発
展

し
、
水
と
共
生
す
る
県
民
生
活
を
構
築
す

る
こ
と
を
目
指
す
た
め
、
以
下
の
５
つ
を

基
本
方
針
と
し
て
掲
げ
て
い
ま
す
。

１
．
お
い
し
い
水
を
つ
く
る

２
．
水
を
も
っ
と
上
手
に
使
う

３
．	

水
へ
の
お
そ
れ（
畏
れ
、
恐
れ
）を
知

り
備
え
る

４
．
水
の
豊
か
さ
を
守
る
、
つ
く
る

５
．
水
の
文
化
、
伝
統
を
育
む

計画の	
概　要こ

れ
ま
で
の
取
組

2020 2010 2000

「
兵
庫
水
ビ
ジ
ョ
ン
」を
流
域
水
循
環
計
画

と
し
て
公
表

2017.1

「
総
合
治
水
条
例
」制
定

「
新
ひ
ょ
う
ご
の
森
づ
く
り
」ス
タ
ー
ト
）

2012.4

「
第
３
次
兵
庫
県
環
境
基
本
計
画
」策
定

2008.12

「
ひ
ょ
う
ご
水
ビ
ジ
ョ
ン
」策
定

2004.5

「
新
兵
庫
県
環
境
基
本
計
画
」策
定

2002.5

「
第
５
次
兵
庫
県
環
境
基
本
計
画
」策
定

2019.2

「
ひ
ょ
う
ご
水
ビ
ジ
ョ
ン
」改
定

2016.3

「
第
４
次
兵
庫
県
環
境
基
本
計
画
」策
定

2014.3

平成24年県内の水利用模式図

ひょうご水ビジョン

乙大木谷(おつおおきだに)の棚田楮(こうぞ)の川さらし（杉原和紙）
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Ｐ
Ｒ
活
動
と
情
報
発
信

「鍵」
その1芦

屋
市
で
は
水
道
水
の
安
全
性
や
お
い

し
さ
を
市
民
に
実
感
し
て
も
ら
う
た
め
、

ボ
ト
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
「
芦
屋
の
水
」を
配

布
し
、
水
の
飲
み
比
べ
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
小
野
市

で
は
安
全
で
安
心
な
水
道
水
を
Ｐ
Ｒ
す
る

た
め
、「
お
の
み
～
ず
」を
作
製
・
販
売
し

て
い
ま
す
。

兵
庫
の「
食
」の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進
す

る
た
め
、水
と
関
わ
り
の
深
い「
食
」（
日
本

酒
・
米
・
素
麺
な
ど
）を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
広
報
・
Ｐ
Ｒ
す
る
な
ど
、
兵
庫
の
水
の

価
値
に
つ
い
て
情
報
発
信
す
る
取
組
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
開

設
し
た「
ひ
ょ
う
ご
水
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」で

は
、
県
下
の
水
源
状
況
、
水
の
作
文
コ
ン

ク
ー
ル
、
水
循
環
に
関
す
る
解
説
、「
ひ
ょ

う
ご
水
ビ
ジ
ョ
ン
」な
ど
、
水
に
関
す
る
総

合
的
な
情
報
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

相
互
に
対
を
な
す
関
係
の

連
携

「鍵」
その2兵

庫
県
で
は
、
上
流（
水
源
地
）と
下
流

（
農
村
と
都
市
）、
里（
農
業
者
）と
海（
漁
業

者
）な
ど
、
相
互
に
依
存
し
合
う
関
係
に
あ

る
地
域
や
人
た
ち
が
、
水
を
介
し
て
地
域

や
社
会
を
守
る
活
動
が
活
性
化
す
る
よ
う
、

連
携
し
た
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

た
め
池
で
は
、
豊
か
な
海
を
創
造
す
る

た
め
、
漁
業
者
と
農
業
者
が
協
働
し
て「
か

い
ぼ
り
」（
池
干
し
）が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

森
づ
く
り
で
は
、
水
源
地
域
の
森
林
を
保

全
す
る
た
め
、
漁
業
者
と
森
林
所
有
者
と

の
連
携
に
よ
る
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

水
道
事
業
で
は
、
地
域
間
で
相
互
応
援
協

定
を
締
結
し
、
災
害
時
等
の
応
急
給
水
、

早
期
復
旧
が
可
能
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て

い
ま
す
。
棚
田
の
保
全
で
は
、
都
市
住
民

に
直
接
耕
作
に
関
わ
っ
て
も
ら
い
な
が
ら

棚
田
を
保
全
し
て
い
く
棚
田
オ
ー
ナ
ー
制

度
の
導
入
、
農
作
業
体
験
、
援
農
活
動
を

通
じ
て
都
市
と
農
村
の
交
流
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

流域マネジメント、ここが「鍵」

芦屋の水（左）おのみ～ず（右）

兵庫県HPより　「ひょうご水ステーション」（左）「御食国ひょうご」（右）

漁業者による森づくり

加太池(かたいけ)のかいぼり

岩座神(いさりがみ)地区における棚田オーナー

小学生による避難所井戸体験 水道災害に備えた応急給水実務訓練



73 兵庫県

■ 普及啓発・広報編

地
域
住
民
と
共
に
進
め
る

流
域
対
策

「鍵」
その3洪

水
時
の
流
域
対
策
と
し
て
、
た
め
池

の
貯
水
容
量
を
高
め
る
対
策
や
、水
田
の
貯

水
機
能
を
高
め
る「
田
ん
ぼ
ダ
ム
」の
取
組
、

学
校
で
は
雨
水
を
一
時
的
に
校
庭
で
貯
留

す
る
取
組
な
ど
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
田
ん
ぼ
ダ
ム
」で
は
、
洪
水
時
に
雨
水

を
水
田
に
貯
留
す
る
た
め
、
所
有
者
が
総

合
治
水
の
取
組
と
し
て
参
画
し
て
い
ま
す
。

川
づ
く
り
で
は
、
地
域
住
民
が
河
川
の
整

備
計
画
に
参
画
し
、
完
成
後
の
保
全
活
動

等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
公
共
施
設
の
管
理

で
は
、
ア
ド
プ
ト
制
度
に
よ
り
、
地
域
住

民
が
河
川
や
道
路
等
の
草
刈
り
や
清
掃
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す

人
材
育
成
と

た
め
池
、疎
水
に
見
る

生
活
文
化
の
継
承

「鍵」
その4兵

庫
県
で
は
、
森
林
を

「
県
民
総
参
加
」で
守
り
、

育
て
、
活
か
し
、
広
げ
る

取
組
を
、「
新
ひ
ょ
う
ご

の
森
づ
く
り
」と
し
て
進

め
て
お
り
、
そ
の
一
環
と

し
て
森
林
整
備
に
必
要
な

知
識
と
技
術
を
身
に
つ
け

て
も
ら
う「
森
林
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
講
座
」を
毎
年
開

催
し
、
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
へ
の
参
加
、
次
世

代
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
進

め
て
い
ま
す
。
現
在
で
は
、

１
万
３
千
人
余
り
の
森
林

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
里
山
林

の
整
備
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

小
学
校
の
総
合
学
習
の

「
た
め
池
教
室
」で
は
、
た

め
池
の
持
つ
風
土
と
自
然

を
伝
承
す
る
た
め
、
子
ど

も
た
ち
に
学
習
の
機
会
を

提
供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
疎
水
見
学
会
」で
は
、
農

業
水
利
に
係
る
歴
史
を
伝

承
す
る
た
め
、
子
ど
も
た
ち
に
疏
水
開
発

に
係
る
技
術
や
当
時
の
苦
労
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。

田んぼダムせき板

ひょうごアドプトパンフレット

県民による一斉清掃の状況河川愛護活動　夢前(ゆめさき)川（姫路市）

小学生の疏水見学の様子（御坂(みさか)サイフォン） 森林ボランティアリーダー養成講座の様子 森林ボランティア活動の様子

新ひょうごの森づくり（H24～ R3）の取組状況



742　事例集

新
ひ
ょ
う
ご
の
森
づ
く
り

注目1「
新
ひ
ょ
う
ご
の
森
づ
く
り
・
第
２
期

対
策
」は
、
２
０
１
２
年
よ
り
、“
森
林
は

県
民
共
通
の
財
産
で
あ
る
〟と
の
理
解
の

も
と
、「
公
的
関
与
に
よ
る
森
林
管
理
の

徹
底
」・「
多
様
な
担
い
手
に
よ
る
森
づ
く

り
活
動
の
推
進
」を
基
本
方
針
に
、
森
林

の
公
益
的
機
能
の
高
度
発
揮
を
図
る
た
め
、

間
伐
の
推
進
や
里
山
林
の
再
生
等
を
進
め

て
い
ま
す
。

多
様
な
担
い
手
に
よ
る
森
づ
く
り
活

動
の
推
進
と
し
て
、
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

リ
ー
ダ
ー
の
養
成
と
併
せ
て
、
企
業
の
森

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

企
業
の
森
づ
く
り
で
は
、
企
業
・
団
体

等
が
社
会
貢
献
活
動
の
一
環
や
S
D
G
s

の
目
標
達
成
、
社
員
の
福
利
厚
生
を
目
的

と
し
て
行
う
森
林
保
全
活
動
を
さ
ら
に
推

進
さ
せ
る
た
め
、
活
動
地
の
斡
旋
や
森
林

施
業
の
指
導
な
ど
企
業
に
よ
り
森
づ
く
り

活
動
の
支
援
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

た
め
池
の
か
い
ぼ
り（
池
干
し
）

注目2
兵
庫
県
内
は
、
全
国
的
に
見
て
も
降
水

量
が
少
な
く
、
川
か
ら
水
が
取
れ
な
い
地

域
で
は
、
農
業
用
水
を
確
保
す
る
た
め
に

多
く
の
た
め
池
が
築
造
さ
れ
、
そ
の
数
は

全
国
一
の
約
２
万
２
千
箇
所
に
の
ぼ
り
ま

す
。
た
め
池
の
多
く
は
瀬
戸
内
地
域
に
あ

り
、そ
の
半
数
近
く
が
淡
路
島
に
あ
り
ま
す
。

農
業
用
水
が
不
要
と
な
る
冬
期
に
は
、

た
め
池
の
水
を
抜
く「
か
い
ぼ
り
」が
行
わ

れ
ま
す
。
か
い
ぼ
り
は
堤
防
や
取
水
施
設

な
ど
の
点
検
・
補
修
を
目
的
に
古
く
か
ら

行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
が
、
た
め
池
の

水
を
放
流
す
る
こ
と
で
、
た
め
池
の
底
に

蓄
積
さ
れ
た
栄
養
塩
類
が
海
域
に
供
給
さ

れ
る
と
い
う
効
果
も
あ
り
ま
す
。

東
播
磨
地
域
、
淡
路
地
域
で
は
、
ノ
リ

の
色
落
ち
対
策
と
し
て
農
業
者
に
加
え
て

漁
業
者
が
た
め
池
の
か
い
ぼ
り
に
参
加
す

る
な
ど
、
連
携
と
協
働
に
よ
る
交
流
活
動

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

流域マネジメント、ここにも「注目」

「企業の森づくり」パンフレット

企業の社員家族による植樹活動

農業者と漁業者の連携と共同による
「かいぼり」チラシより

ノリの養殖施設
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■ 普及啓発・広報編

様
々
な
指
標
を

活
用
し
た

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

調
査

兵
庫
県
は
ひ
ょ
う
ご
水
ビ
ジ
ョ
ン
に
関

す
る
多
く
の
実
践
活
動
に
つ
い
て
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

様
々
な
活
動
の
成
果
が
水
ビ
ジ
ョ
ン
の
め

ざ
す
姿
の
実
現
に
貢
献
し
て
い
る
の
か
検

証
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

水
ビ
ジ
ョ
ン
の
基
本
方
針
に
は
、
取
組

を
評
価
す
る
た
め
の
指
標
が
目
標
値
と
と

も
に
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

《
基
本
方
針
と
指
標
の
例
》

１
.
お
い
し
い
水
を
つ
く
る
：

　
「
間
伐
面
積
」な
ど
10
項
目
の
指
標

２
.
水
を
も
っ
と
上
手
に
使
う
：

　

	「
避
難
所
と
な
る
小
学
校
へ
の
井
戸
設

置
支
援
箇
所
数
」な
ど
6
項
目
の
指
標

３
.
水
の
お
そ
れ
を
知
り
備
え
る
：

　

	「
土
砂
災
害
危
険
箇
所
の
整
備
箇
所
数
」

な
ど
10
項
目
の
指
標

兵
庫
県
で
は
、
水
質
汚
濁
防
止
法
に
基

づ
き
国
お
よ
び
県
内
の
市
・
町
と
連
携
し

て
公
共
用
水
域
お
よ
び
地
下
水
の
常
時

監
視
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
と
り
ま
と
め

て
公
表
し
て
い
ま
す
。
水
質
に
関
し
て
は
、

水
質
汚
濁
防
止
法
、
瀬
戸
内
海
環
境
保
全

環境基準達成の推移

世界かんがい施設遺産「淡山疏水(たんざんそすい)」
御坂(みさか)サイフォン

活動の	
効　果

特
別
措
置
法
に
よ
る
排
水
規
制
や
生
活
排

水
処
理
率
の
向
上
等
に
よ
り
、
河
川
の
生

物
化
学
的
酸
素
要
求
量（
B
O
D
）の
値

は
長
期
的
に
改
善
傾
向
に
あ
り
、
河
川
は
、

高
度
成
長
期
と
比
べ
る
と
、
見
違
え
る
美

し
さ
を
取
り
戻
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
地

下
水
は
、
工
場
又
は
事
業
場
か
ら
の
有
害

物
質
の
漏
え
い
に
よ
り
揮
発
性
有
機
塩
素

化
合
物
、
硝
酸
性
窒
素
及
び
亜
硝
酸
性
窒

素
な
ど
で
環
境
基
準
を
超
え
て
い
る
地
点

が
あ
り
、
汚
染
範
囲
の
確
定
、
原
因
究
明

を
行
い
、
原
因
者
に
対
し
て
浄
化
対
策
を

取
る
よ
う
指
導
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

取組を伝え広げていくポイントは？
　めざすべき姿である「水、さと、まちの共生」
を実現するためには、すべての県民が理念や
情報を共有し、一つ一つ取組を前進させなけ
ればなりません。
　さまざまな主体の参加と協働に加え、積極
的な情報発信、普及啓発・広報が重要だと考
えています。
　健全な水循環の維持・回復のため、県内イ
ベントへのブース出展などによる普及啓発を
実施していますが、これに加えて、水道水を
地域のブランドとして高め、需要を喚起する
こと、質にこだわる飲料水づくりとそのＰＲ
も大切だと考えています。水に関わる祭事や
昔話、水のさと・まちの風景、川遊びなど、埋
もれている情報も収集し、広くＰＲしたいと
考えています。

今後に向けて
　水ビジョンを実現するための具体施策は多
岐にわたり、市民・事業者・団体の連携につい
ては個別の施策により実施されています。この
ため、指標の達成度によるフォローアップを実
施することが重要だと考えています。
　水ビジョンに基づき行われた取組みの成果・
実績に関して、指標の達成度によるフォローアッ
プ調査を実施し、情報共有を心掛けていきます。

兵庫県企画県民部

ビジョン局ビジョン課
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